
平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
介
護
保
険
制
度
も
、
今
年
で

四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

や
、
介
護
保
険
地
域
会
議
で
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

も
と
に
、
平
成
15
〜
19
年
度
の

第
二
期
柏
市
介
護
保
険
事
業
計

画
を
作
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
予
測
、

サ
ー
ビ
ス
量
と
費
用
の
見
込

み
、
そ
れ
に
伴
う
保
険
料
の
算

出
が
、
現
実
と
か
け
離
れ
た
も

の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
五
年
を

一
つ
の
期
間
と
し
て
作
成
し
、

三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
第
二
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
重
視
し
、
利
用
者
の
こ

と
を
一
番
に
考
え
て
「
安
心
」

を
支
え
る
介
護
保
険
を
目
指

し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
の
確

保
や
質
の
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

区
分
を
六
段
階
に

介
護
保
険
は
、
支
え
合
い
の

考
え
方
を
も
と
に
、
四
十
歳
以

上
の
か
た
が
払
う
保
険
料
で
給

付
に
か
か
る
費
用
全
体
の
半
分

を
負
担
し
、
国
、
県
、
市
が
公

費
で
半
分
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
利
用
者
が
多
い
と
き
や
一

人
ひ
と
り
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
多
い
と
き
に
は
保
険
料
が

高
く
、
逆
の
場
合
に
は
、
低
く

な
り
ま
す
。

平
成
15
〜
19
年
度
の
計
画
期

間
中
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
の
う
ち
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
の
見
込
み
は
、
別
表

１
の
と
お
り
で
す
。

平
成
15
〜
17
年
度
の
六
十
五

歳
以
上
（
第
一
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
費
用
の

見
込
み
か
ら
算
出
し
ま
し
た
。

今
後
、
急
速
な
高
齢
化
の
進

行
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
が
増
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
も
将
来
的
に
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
保
険
料
の
値
上

が
り
幅
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

た
め
、
保
険
料
の
区
分
を
五
段

階
か
ら
六
段
階
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
12
〜
14
年
度
の

給
付
に
か
か
る
費
用
に
余
り
が

出
た
た
め
、
一
部
を
保
険
料
の

軽
減
に
当
て
、
残
り
は
将
来
へ

の
備
え
と
し
て
基
金
に
積
み
立

て
ま
す
。
保
険
料
の
年
額
は
別

表
２
の
と
お
り
で
す
。

差
額
は
後
で
調
整

四
十
〜
六
十
四
歳
の
か
た

は
、
医
療
保
険
の
保
険
料
と
一

緒
に
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
の
保
険
料
の
納
め

方
は
、
次
の
と
お
り
年
金
の
額

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
な
お
、

今
回
納
付
方
法
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
年
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い

か
た
、
年
金
が
年
額
十
八
万
円

未
満
の
か
た
＝
口
座
振
替
ま
た

は
納
入
通
知
書
に
よ
り
金
融
機

関
な
ど
で
直
接
窓
口
で
納
め
ま

す
（
普
通
徴
収
）

◆
年
金
が
年
額
十
八
万
円
以

上
の
か
た
（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

を
除
く
）
＝
二
カ
月
ご
と
に
支

給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）

保
険
料
の
見
直
し
に
よ
り
４

月
か
ら
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま

す
が
、
減
額
と
な
る
場
合
は
８

月
の
年
金
、
増
額
と
な
る
場
合

は
10
月
以
降
の
年
金
で
そ
の
差

額
を
調
整
し
ま
す
。

納
付
方
法
が
変
わ
る
場

合年
度
の
途
中
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
か
た
は
、
来
年

の
９
月
ま
で
は
す
べ
て
納
入
通

知
書
で
納
め
る
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。
�
六
十
五
歳
に
な
っ

た
�
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
�
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受

給
が
始
ま
っ
た
�
所
得
段
階
に

変
更
が
あ
っ
た

保
険
料
の
減
免

災
害
や
生
活
の
困
窮
（
収
入

が
生
活
保
護
基
準
の
一
・
二
倍

程
度
）
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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介
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�
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市の人口
331,568人

126,538世帯

（15.4.1現在）

主な内容�＊�＊�

第二清掃工場建設の工程
／介護保険以外のサービ
ス／男女共同参画社会の
作品募集�
�
子育て支援事業／監査の
結果／柏市民まちづくり
講座�
�
特集「春のおでかけカタ
ログ」�
�
情報館（講座・講演ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

文化課 �7167－1494　　　�

と　き�
ところ
内 容 �
�
�
�
�
�
出 演 �
入場料�
入場券
の販売�

�

問�

日本の伝統文化「能楽」。�
幽玄の世界へようこそ。�

7月12日�午後1時半から�
市民文化会館大ホール�
・能楽ミニ講座�
・狂言（和泉流）「六地蔵」＝田舎者が辻堂に安置する地蔵を作ってもらうため都�
　に出てくる。仏師を名乗る詐欺師と出会い、翌日に地蔵はできると言うが…�
・仕舞「邯鄲（かんたん）」、「玉鬘（たまかずら）」、「善知鳥（うとう）」�
・能（観世流）「杜若（かきつばた）恋之舞」＝在原業平の歌に詠まれた杜若の精�
　が、業平をしのび、美しい女人の姿でつややかに舞う�
観世流 武田宗和、和泉流 野村萬斎ほか�
全席指定　Ｓ席3,000円、Ａ席2,500円、Ｂ席1,500円�
4月18日�から、文化課チケットガイド（市役所第2庁舎4階）へ電話・ファクス（�・
�7167－5785）か直接（土・日曜日、祝日を除く、ファクスは24時間受け付け）�

能「杜若（かきつばた）
恋之舞」�

柏
市
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト�

将
来
の�

の
た
め
に�

第2期�

み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
地
域
の
介
護
を
支
え
る
制
度
「
介
護
保
険
」。
こ

の
た
び
、
今
後
五
年
間
の
第
二
期
柏
市
介
護
保
険
事
業
計
画
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
幅
の
抑
制
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
重
視
し
て
、

六
十
五
歳
以
上
の
保
険
料
の
基
準
額
、
段
階
区
分
と
そ
の
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。

区　分� 平成15年度� 平成17年度�平成19年度�
■表1　サービスの利用者数の見込み�

居宅サービス利用者�
標準的居宅サービス（※）�
痴ほう対応型共同生活介護�
特定施設入所者生活介護�

施設サービス利用者�

未利用者�
合計�

介護老人福祉施設�
介護老人保健施設�
介護療養型医療施設�

5,1684,2073,370
4,8083,9473,210
1208040
240180120
1,4901,290960
840720520
550490380
1008060
2,4081,9851,560
9,0667,4825,890

「標準的居宅サービス」利用者とは、訪問介護、訪問入浴介護、訪問
看護、訪問リハビリ、通所介護、通所リハビリ、居宅療養管理指導、
短期入所生活介護、短期入所療養介護、または福祉用具貸与のいずれ
か1種類以上のサービスを利用しているかたをいいます�

※�

（単位：人）�

※上段は平成12～14年度、下段色付きは平成15～17年度に変更になった点�

区　分� 対　象　者� 割　合� 保険料（年額）�

■表2　65歳以上の保険料新旧対照�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

老齢福祉年金受給者で世帯全員が
住民税非課税・生活保護受給者�

世帯全員が住民税非課税�

本人が住民税非課税�

本人が住民税課税で合計所得金額
200万円未満�

本人が住民税課税で合計所得金額
250万円未満�

本人が住民税課税で合計所得金額
200万円以上1,000万円未満�

本人が住民税課税で合計所得金額
250万円以上�

本人が住民税課税で合計所得金額
1,000万円以上�

─�

基準額×0.5
基準額×0.4
基準額×0.75
基準額×0.7

基準額×1.0

基準額×1.25

基準額×1.3

基準額×1.5

基準額×1.6

─�

基準額×1.9

16,310円�
13,440円�
24,460円�
23,520円�
32,620円�
33,600円�

40,770円�

43,680円�

48,920円�

53,760円�

─�

63,840円�

【基準額（月額）：2,718円→2,800円】�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
て
安
心
を
支
え
ま
す



平　
成　
17
年　
３　
月　
の　
完　
成　
を　
目　

指　
し　
て　
工　
事　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
い　

る　
第　
二　
清　
掃　
工　
場　
。　
今　
号　
で　
は　

平　
成　
15
年　
度　
の　
工　
程　
と　
ダ　
イ　
オ　

キ　
シ　
ン　
類　
の　
調　
査　
結　
果　
を　
お　
知　

ら　
せ　
し　
ま　
す　
。　

今
後
の
工
程

◇　
第　
二　
清　
掃　
工　
場　

現　
在　
、　
高　
さ　
百　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　

煙　
突　
工　
事　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
工　
事　
は　
来　
年　
３　
月　
に　
は　
完　

成　
す　
る　
予　
定　
で　
す　
。　
ま　
た　
、　
第　

二　
清　
掃　
工　
場　
等　
に　
よ　
る　
周　
辺　
建　

物　
へ　
の　
電　
波　
障　
害　
の　
対　
策　
と　
し　

て　
、　
ケ　
ー　
ブ　
ル　
テ　
レ　
ビ　
へ　
の　
切　

り　
替　
え　
工　
事　
を　
11
月　
の　
完　
了　
を　

目　
指　
し　
て　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

６　
月　
ご　
ろ　
に　
は　
建　
物　
本　
体　
の　

工　
事　
を　
始　
め　
ま　
す　
。　
地　
下　
の　
工　

事　
か　
ら　
始　
め　
、　
９　
月　
ご　
ろ　
か　
ら　

は　
本　
体　
工　
事　
と　
並　
行　
し　
て　
炉　
や　

ボ　
イ　
ラ　
ー　
な　
ど　
の　
機　
械　
の　
設　
置　

を　
始　
め　
ま　
す　
。　

◇　
リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
公　
園　

第　
二　
清　
掃　
工　
場　
に　
隣　
接　
す　
る　

リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
公　
園　
内　
の　
プ　
ー　

ル　
や　
多　
目　
的　
ホ　
ー　
ル　
な　
ど　
を　
併　

設　
し　
た　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
施　
設　
は　

平　
成　
15
年　
度　
中　
に　
着　
工　
す　
る　
準　

備　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

◇　
周　
辺　
道　
路　

リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
拠　
点　
周　
辺　
の　

道　
路　
は　
平　
成　
17
年　
３　
月　
の　
完　
成　

を　
目　
指　
し　
て　
工　
事　
が　
進　
め　
ら　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
建　
設　
工　
事　
に　
よ　
る　
交　

通　
渋　
滞　
を　
で　
き　
る　
だ　
け　
起　
こ　
さ　

な　
い　
よ　
う　
に　
、　
機　
材　
の　
搬　
入　
ル　

ー　
ト　
を　
分　
散　
さ　
せ　
た　
り　
、　
車　
両　

の　
通　
行　
時　
間　
を　
ず　
ら　
し　
た　
り　
す　

る　
な　
ど　
の　
工　
夫　
を　
し　
て　
い　
き　
ま　

す　
。　
工　
事　
で　
の　
騒　
音　
や　
振　
動　
、　

粉　
じ　
ん　
な　
ど　
の　
影　
響　
も　
最　
新　
の　

機　
器　
を　
使　
用　
し　
た　
り　
、　
工　
事　
の　

方　
法　
を　
工　
夫　
し　
た　
り　
す　
る　
こ　
と　

で　
起　
き　
な　
い　
よ　
う　
に　
し　
て　
い　
き　

ま　
す　
。　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調

査
結
果

こ　
の　
た　
び　
第　
二　
清　
掃　
工　
場　
の　

建　
設　
に　
先　
立　
ち　
、　
稼　
働　
前　
後　
の　

大　
気　
中　
の　
ダ　
イ　
オ　
キ　
シ　
ン　
類　
を　

確　
認　
す　
る　
た　
め　
に　
行　
わ　
れ　
て　
い　

た　
現　
状　
調　
査　
が　
終　
わ　
り　
ま　
し　

た　
。　
結　
果　
は　
別　
表　
１　
の　
と　
お　
り　

で　
す　
。　
ま　
た　
、　
補　
完　
的　
に　
行　
わ　

れ　
て　
い　
た　
松　
葉　
に　
よ　
る　
調　
査　
結　

果　
は　
別　
表　
２　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

清　
掃　
工　
場　
建　
設　
課　
�　
７　
１　

６　
７　
│　
１　
１　
４　
０　

平成１５年（２００３年）４月１５日 第１１９１号 �

17
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て

第
二
清
掃
工
場
建
設
の
工
程

男　
女　
共　
同　
参　
画　
社　
会　
の　
実　
現　

を　
目　
指　
し　
て　
│　
│　
。　
市　
で　
は　
、　

男　
女　
が　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　
自　
立　
し　
、　

平　
等　
な　
人　
間　
関　
係　
や　
社　
会　
環　
境　

を　
つ　
く　
る　
た　
め　
、　
柏　
市　
男　
女　
共　

同　
参　
画　
推　
進　
計　
画　
を　
作　
成　
し　
、　

計　
画　
に　
基　
づ　
い　
た　
各　
種　
事　
業　
を　

進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
回　
は　
、　
男　

女　
共　
同　
参　
画　
の　
視　
点　
か　
ら　
仕　
事　

や　
子　
育　
て　
、　
家　
事　
な　
ど　
を　
通　
し　

て　
日　
ご　
ろ　
皆　
さ　
ん　
が　
感　
じ　
て　
い　

る　
こ　
と　
な　
ど　
を　
絵　
や　
詩　
等　
で　
表　

現　
し　
た　
作　
品　
を　
募　
集　
し　
ま　
す　
。　

応　
募　
資　
格　

市　
内　
在　
住　
・　
在　

勤　
・　
在　
学　
で　
小　
学　
生　
以　
上　
の　
か　

た　
募　
集　
内　
容　

男　
女　
共　
同　
参　
画　

社　
会　
に　
関　
す　
る　
絵　
・　
詩　
・　
川　

柳　
・　
作　
文　
等　

応　
募　
方　
法　

は　
が　
き　
か　
は　
が　

き　
大　
の　
用　
紙　
一　
枚　
に　
つ　
き　
一　
点　

を　
書　
き　
、　
住　
所　
・　
氏　
名　
（　
ふ　
り　

が　
な　
）　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
・　

職　
業　
ま　
た　
は　
学　
校　
名　
・　
学　
年　
を　

書　
い　
て　
、　
〒　
２　
７　
７　
│　
８　
５　
０　

５　
　　
柏　
市　
役　
所　
男　
女　
共　
同　
参　
画　

室　
へ　
、　
５　
月　
14
日　
（　
水　
）　
ま　
で　

に　
郵　
送　
で　
（　
必　
着　
）　

表　
彰　
・　
発　
表　

小　
学　
生　
の　
部　

・　
中　
学　
生　
の　
部　
・　
高　
校　
生　
の　
部　

・　
大　
学　
生　
の　
部　
・　
一　
般　
の　
部　
に　

分　
け　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
優　
秀　
者　
を　
選　

び　
、　
６　
月　
28
日　
（　
土　
）　
に　
開　
か　

れ　
る　
男　
女　
共　
同　
参　
画　
シ　
ン　
ポ　
ジ　

ウ　
ム　
の　
席　
上　
で　
表　
彰　
す　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
応　
募　
作　
品　
を　
展　
示　

男　
女　
共　
同　
参　
画　
室　
�　
７　
１　

６　
７　
│　
１　
１　
２　
７　

市　
で　
は　
、　
高　
齢　
者　
で　
一　
人　
暮　

ら　
し　
や　
介　
護　
が　
必　
要　
な　
か　
た　
へ　
、　

介　
護　
保　
険　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
ほ　
か　
に　

も　
別　
表　
３　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
行　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　
各　
サ　
ー　
ビ　
ス　
に　
よ　

っ　
て　
、　
費　
用　
や　
利　
用　
で　
き　
る　
か　

た　
は　
異　
な　
り　
ま　
す　
。　

申　
し　
込　
み　
方　
法　
な　
ど　
、　
詳　
し　

く　
は　
お　
近　
く　
の　
在　
宅　
介　
護　
支　
援　

セ　
ン　
タ　
ー　
（　
別　
表　
４　
参　
照　
）　
か　

高　
齢　
者　
支　
援　
課　
へ　
お　
問　
い　
合　
わ　

せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

高　
齢　
者　
支　
援　
課　
�　
７　
１　
６　

７　
│　
１　
１　
３　
５　

高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
か
た
も

介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

周辺環境に配慮しながら工事を進めています

あ　
な　
た　
の　
感　
じ　
る　
平　
等　
は　
？　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
作
品
募
集



広報�③ 第１１９１号 平成１５年（２００３年）４月１５日

自主防災組織の組織化と運営方法（防災安全課） 
自然災害への防災対策（防災安全課） 
柏市の防犯（安全安心まちづくり）事業（防災安全課） 
第四次総合計画が目指すもの（企画調整課） 
バリアフリーのまちづくり（企画調整課） 
手賀沼を生かしたまちづくり（企画調整課） 
みんなで話そう「市町村合併」（広域行政推進室）
ホームタウンの推進（ホームタウン推進室） 
市役所の組織（事務管理課） 
情報公開制度のしくみ（情報政策室） 
地域の広報紙作り（広報広聴課） 
市内施設見学会（広報広聴課）…15～26人 
柏市の国際交流（国際交流室） 
柏市の財政（財政課） 
市民税のはなし（市民税課）…1～6月を除く 
柏市の固定資産税（資産税課）…4～6月を除く 
柏市市民活動災害補償保険（市民活動推進課） 
発見！男と女の新しい生き方（男女共同参画室） 
酒井根近隣センター施設見学会（酒井根近隣センター） 
　…�～�の午前、小学1～4年生、20～40人 
柏市高齢者いきいきプラン21（保健福祉総務課） 
（仮称）地域健康福祉計画（保健福祉総務課） 
健康づくり講座�（寝たきり予防）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み 
健康づくり講座�（地域づくり）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み 
健康づくり講座�（口くう衛生など）（健康推進課）
　…2カ月前までに申し込み 
健康づくり講座�（栄養）（健康推進課） 
　…2カ月前までに申し込み 
親と子の心と身体の健康づくり講座（健康推進課） 

高齢者のための在宅福祉サービス（高齢者支援課） 
高齢者になってもいきいきと暮らすために（高齢者支援課） 
介護保険制度（介護保険課）…15人以上。同課へ
　直接申し込み 
知的障害児通園施設「十余二学園」の見学 

（十余二学園） 
肢体不自由児通園施設「柏育成園」の見学 

（柏育成園） 
知的障害者通所授産施設「青和園」の見学 

（青和園）…20人程度 
知的障害者通所授産施設「青和園」の作業体験 

（青和園）…10人程度 
知的障害者通所授産施設「朋生園」の見学 

　　　　　　（朋生園） 
柏市身体障害者福祉センターの見学 

（身体障害者福祉センター） 
肩こり予防の健康体操のすすめ 

（身体障害者福祉センター） 
腰痛予防の健康体操のすすめ 

（身体障害者福祉センター） 
転倒予防教室（身体障害者福祉センター） 
柏市の子育て支援施策（児童育成課） 
子どもたちとふれあい体験 

（永楽台・豊四季台児童センター） 
ようこそ学校五日制（土・日をどう過ごす？） 

（永楽台・豊四季台児童センター） 
子育て支援の紹介（保育課）…1～5月を除く 
ごみの減量説明会（クリーン推進課） 
清掃施設見学会（クリーン推進課）…�・�・ 
　�、20人まで 

ごみの出し方・分け方と環境美化 

（清掃収集事務所） 
手賀沼船上見学会（環境保全課）…20～40人 
環境家計簿の説明会（環境保全課） 
柏市の商工業の現状と振興施策（商工課） 
悪質商法（消費生活センター）…30人以上。1カ
　月前までに申し込み 
あけぼの山農業公園の概要（農政課） 
景観まちづくり（都市計画課）…50人以内 
交通実験によるまちづくり（都市計画課） 
まちづくり全般（小学生向け）（都市計画課） 

…1クラスか1学年 
つくばエクスプレスと北部地域のまちづくり 

（北部整備課） 
家を建てるときの法律知識（建築指導課） 
柏駅周辺のまちづくり（再開発課） 
市街地再開発事業って何？（再開発課） 
都市計画道路の整備（道路建設課） 
良好な水環境に配慮した治水（治水課） 
下水道について（下水道総務課） 
かしわの水道（水道部庶務課） 
市議会の仕組みと議場見学（議会事務局） 

…3・6・9・12月を除く 
選挙のはなし（選挙管理委員会事務局）  
農地の権利移動等について（農業委員会事務局） 
農業委員の活動について（農業委員会事務局） 
生涯学習とボランティア活動（社会教育課） 
柏市民まちづくり講座って何？（社会教育課）
講座・イベントの組み立て方（入門編） 

（中央公民館） 

砂川美術工芸館・芹沢6介の世界（文化課） 
楽しいスポーツのすすめ�〈ニュースポーツ講

　習会〉　　　　　　   （体育課）…50人まで
楽しいスポーツのすすめ�〈腰痛予防・スポー

　ツ障害予防等の実技・講義〉 

（体育課）…50人まで 
青少年健全育成（青少年課） 
少年補導状況と青少年の実態（少年補導センター） 
子どもたちにもっとおはなしを！（図書館） 
本棚に本が並ぶまで（図書館） 
レファレンスってなんだろう（図書館） 
ブックスタートってなんだろう（図書館） 

…10人以内 
ＩＴ社会の現状と課題（指導課）  
柏市小中学校における学校支援ボランティア（指導課） 
ＩＴ社会の光と陰（教育研究所）…プロジェク
　ターなどが使える場所で実施 
幼児期にふさわしい道徳性の芽生えを目指して 

（教育研究所） 
防火指導（消防本部予防課）…町会・自治会等
　の団体単位で申し込み 
消防署の見学（消防本部予防課）…町会・自治
　会等の団体単位で申し込み 
普通救命講習（消防本部救急救助課）…10～30人 
応急手当て講習（消防本部救急救助課）…10～30人 
都市振興公社の役割（柏市都市振興公社） 
ボランティア活動の推進（柏市社会福祉協議会）
　…2カ月前までに申し込み。5人以上。ビデオ
　設備が必要 

■表3　柏市民まちづくり講座の学習メニュー 

 

子
育
て
は
、
楽
し
み
も
あ
る

け
れ
ど
何
か
と
悩
み
も
多
い
も

の
。
酒
井
根
保
育
園
・
富
勢
保

育
園
・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園

で
は
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
づ

く
り
や
情
報
交
換
の
た
め
に
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
サ
ロ
ン

○
〜
三
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ

ん
と
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

が
、
遊
び
な
が
ら
情
報
交
換
や

友
達
づ
く
り
を
し
ま
す
。

と
き
・
対
象

５
月
13
日

（
火
）
〜
来
年
３
月
19
日
（
金
）

の
毎
週
火
曜
日
＝
○
歳
児
、
毎

週
水
曜
日
＝
一
歳
児
、
毎
週
木

曜
日
＝
二
歳
児
、
毎
週
金
曜

日
＝
三
歳
児
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
※
夏

・
冬
休
み
期
間
を
除
く

と
こ
ろ

酒
井
根
保
育
園
こ

あ
ら
ル
ー
ム
・
富
勢

保
育
園
ら
っ
こ
ル
ー

ム
・
ひ
か
り
隣
保
館

保
育
園

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復

は
が
き
に
「
子
育
て

サ
ロ
ン
希
望
」
と
明
記
し
、
保

護
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
と

該
当
す
る
曜
日
を
書
い
て
、
〒

２
７
７
│
０
０
５
３
酒
井
根
四

丁
目
一
〇
│
三
三
　
酒
井
根
保

育
園
こ
あ
ら
ル
ー
ム
か
〒
２
７

７
│
０
８
２
５
布
施
八
三
三
│

二
　
富
勢
保
育
園
ら
っ
こ
ル
ー

ム
へ
、
希
望
利
用
開
始
日
の
二

週
間
前
ま
で
に
郵
送
で（
必
着
）

※
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園
は
実

施
日
に
同
保
育
園
へ
直
接

育
児
相
談

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
午
後
１
時
〜
４
時
。
来
園
相

談
も
可
）。
※
ほ
か
に
各
保
育

園
で
も
、
来
園
相
談
を
行
い
ま

す
（
別
表
１
参
照
）

機
関
紙
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

か
し
わ
」

保
育
園
で
行
う
講
座
や
催
し

な
ど
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

紙
を
年
四
回
発
行
し
ま
す
。

配
布
場
所

市
内
保
育
園
・

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
各
児
童
セ

ン
タ
ー
・
幼
児
ル
ー
ム
・
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

育
児
講
座

子
育
て
の
情
報
提
供
や
さ
ま

ざ
ま
な
育
児
講
座
・
催
し
を
各

保
育
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場

所
と
し
て
酒
井
根
保
育
園
の
こ

あ
ら
ル
ー
ム
・
富
勢
保
育
園
の

ら
っ
こ
ル
ー
ム
を
無
料
で
開
放

し
ま
す
（
別
表
２
参
照
）。

一
時
保
育

保
護
者
が
、
週
三
日
以
内
の

仕
事
や
、
病
気
に
よ
る
通
院
な

ど
の
と
き
、
保
育
園
で
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日
＝

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
（
半

日
も
可
）、
土
曜
日
＝
午
前
８

時
半
〜
午
後
０
時
半
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

と
こ
ろ

若
葉
・
豊
町
・
豊

四
季
乳
児
・
ひ
か
り
隣
保
館
の

各
保
育
園
※
ひ
か
り
隣
保
館
保

育
園
は
時
間
等
が
異
な
り
ま
す

対
象

市
内
在
住
の
生
後
四

カ
月
〜
小
学
校
就
学
前
の
子

費
用
（
一
日
）

三
歳
児
未

満
＝
二
千
三
百
円
、
三
歳
児
以

上
＝
千
百
円
※
半
日
の
場
合
は

半
額

1

保
育
課
�
７
１
６
７
―
１

１
３
７
・
各
保
育
園
・
ひ
か
り

隣
保
館
保
育
園
�
７
１
３
４
―

０
１
１
５

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
担
当
職
員
が
講
師
と
し
て
皆

さ
ん
の
も
と
に
伺
う
「
柏
市
民

ま
ち
づ
く
り
講
座
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

学
習
メ
ニ
ュ
ー
（
別
表
３
参

照
）
は
、
市
の
仕
事
や
暮
ら
し

に
役
立
つ
知
識
の
紹
介
、
見
学

や
体
験
の
コ
ー
ス
な
ど
、
全
部

で
八
十
七
種
類
。
十
人
以
上
の

か
た
が
集
ま
れ
ば
、
近
隣
セ
ン

タ
ー
や
集
会
場
な
ど
、
市
内
の

ど
こ
へ
で
も
伺
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
学
習
メ
ニ
ュ
ー

が
見
つ
か
っ
た
ら
、
早
速
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
で
構
成
さ
れ
る
原

則
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

派
遣
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
９
時
の
間
で
二
時
間
以
内

（
年
末
年
始
を
除
く
）

派
遣
場
所

柏
市
内

費
用

無
料
（
材
料
費
等
の

実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み

開
催
し
よ
う
と

す
る
日
の
三
カ
月
〜
三
週
間
前

に
、
社
会
教
育
課
（
中
央
公
民

館
内
）
へ
事
前
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
た
上
で
、
中
央
公
民
館

・
各
図
書
館
・
各
近
隣
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

・
フ
ァ
ク
ス
７
１
６
３
│
９
３

６
４
も
可
）。

そ
の
他

①
政
治
、
宗
教
ま

た
は
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し

等
や
、
講
座
の
目
的
に
反
し
て

い
る
と
き
は
受
講
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
②
開
催
日

時
や
受
講
人
数
に
制
限
が
あ
る

講
座
が
あ
り
ま
す
③
会
場
の
確

保
や
参
加
者
へ
の
連
絡
は
主
催

す
る
か
た
が
行
っ
て
く
だ
さ
い

④
行
政
全
般
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

桜　　台�
若　　葉�
あけぼの�
富　　勢�
東中新宿�
豊 四 季 �
増　　尾�
豊　　住�
土 南 部 �
豊四季乳児�
西　　原�
豊　　町�
富 士 見 �
酒 井 根 �
名戸ケ谷�
田　　中�
旭　　町�
東　　町�
高 野 台 �
し こ だ �
松　　葉�

7167─5924�
7167─7655�
7143─7654�
7131─0012�
7173─9087�
7145─3414�
7172─1347�
7174─7197�
7173─7811�
7144─7506�
7154─7964�
7174─8484�
7145─1721�
7173─1647�
7164─8783�
7133─3731�
7143─8240�
7164─5967�
7133─6460�
7143─8882�
7132─3200

保育園名� 電話番号�
�

■表1　育児相談�

■表2　サークル支援�

5月13日�～来年3月19日� ※夏・冬休み期間を除く�
毎週火～金曜日午
後1時～3時�

毎週月・水曜日午
後2時半～4時（第3
月曜日を除く）�

市内の子育てサー
クル、先着16団体�

市内の子育てサー
クル、先着7団体�

※1サークルにつき月1回�
※申し込みは各保育園に電話か直接�

酒井根保育園（こあら）�富勢保育園（らっこ）�

とき�

対象�

上手に使って楽しく育児

子育て支援事業

監
査
委
員
　
渡
邉
　
義
一

監
査
委
員
　
酒
井
　
成
浩

監
査
委
員
　
池
田
　
　
昌

監
査
委
員
　
日
暮
　
榮
治

平
成
14
年
11
月
12
日
か
ら
平

成
15
年
２
月
27
日
ま
で
定
期
監

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
監
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
平
成
15
年
３
月
12
日
付

け
柏
市
監
査
委
員
告
示
第
六
号

に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
監
査
の
概
要
】

企
画
部
、
児
童
家
庭
部
、
経

済
部
、
都
市
緑
政
部
、
水
道
部
、

学
校
教
育
部
は
平
成
14
年
10
月

末
日
ま
で
に
、
ま
た
、
秘
書
課
、

保
健
福
祉
部
、
環
境
部
、
都
市

計
画
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務

局
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、

監
査
事
務
局
、
消
防
本
部
は
平

成
14
年
11
月
末
日
ま
で
に
、
そ

れ
ぞ
れ
執
行
し
た
財
務
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
適
正
で
効
率

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
主
眼

と
し
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
お
お
む
ね
適

正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
特

に
次
の
事
項
に
つ
い
て
留
意
す

る
よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

▽
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援

課
事
業
委
託
に
係
る
契
約
に
つ

い
て
遅
れ
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
契
約
事
務
の
迅
速
化
を
図

り
、
事
業
着
手
以
前
に
契
約
の

締
結
を
終
了
す
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

▽
経
済
部
公
設
市
場

場
内
の
井
戸
水
か
ら
汚
染
が

発
生
し
、
市
民
や
市
場
関
係
者

等
に
対
し
て
、
多
大
な
損
害
と

取
り
扱
い
品
へ
の
信
用
を
失
墜

さ
せ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で

あ
る
。
公
設
市
場
の
管
理
運
営

に
当
た
っ
て
、
施
設
の
安
全
管

理
と
取
り
扱
い
品
の
衛
生
管
理

を
徹
底
し
、
事
故
の
再
発
防
止

に
努
め
ら
れ
た
い
。

▽
都
市
緑
政
部
公
園
緑
政
課

随
意
契
約
に
付
す
る
に
当
た

り
、
見
積
書
を
徴
す
る
場
合
に

は
、
財
務
規
則
第
一
三
九
条
の

規
定
を
順
守
し
、
適
正
に
行
わ

れ
た
い
。

▽
水
道
部

業
務
委
託
契
約
に
付
す
る

際
、
設
計
書
等
が
作
成
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ

た
。
積
算
価
格
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
設
計
書
等
を
作
成
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
同
一
受
託
者

に
よ
る
長
期
の
随
意
契
約
は
、

競
争
性
、
経
済
性
の
視
点
か
ら

契
約
内
容
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
見
直
し
を
図
ら
れ

た
い
。

な
お
、
監
査
結
果
の
全
文
に

つ
い
て
は
、
行
政
資
料
室
（
市

役
所
第
二
庁
舎
一
階
）
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

市
の
職
員
が
伺
い
ま
す

柏
市
民
ま
ち
づ
く
り
講
座
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　今回は、これからの時期にふさわしいおでかけスポットを紹介しました。お気に入りの
スポットはありましたか？見つかったら、あとは行くだけ！ぜひとも、よい休日を。�

江
戸
川�

利根川�

関宿町�
岩井市�

野田市�

流山市� 柏市�

松戸市�

我孫子市�

白井市�

沼南町�

取手市�

守谷市�

鎌ケ谷市�

市川市�

船橋市�

川間�

七光台�

清水公園�

愛宕�

野田市�

梅郷�

運河�

江戸川台�

初石�

豊四季�

柏�

南柏�

北小金�
新松戸�

北松戸�

馬橋�

松戸�

金町�
亀有�

新柏�

増尾�

逆井�

高柳�

六実�

新鎌ケ谷�

北初富�

くぬぎ山�

元山�五香�

常盤平�

新八柱�
八柱�

稔台�松戸新田�

柴又�

新柴又�

北国分�

秋山�

東松戸�

松飛台�

西白井�

白井�

鎌ケ谷� 鎌ケ谷大仏�

北柏� 我孫子�

天王台�
東我孫子�

湖北�

新木�
布佐�

関宿城博物館�

大凧あげ�
まつり� グライダー�

　滑空場�

茨城県自然博物館�

清水公園�

あけぼの山�
　農業公園�

本土寺�

21世紀�
森の広場�

手賀の丘公園�

我孫子市鳥の�
博物館�

柏の葉公園�

矢切の渡し�

初富�

上本郷�

大凧の会場から2キロ
メートルほど下流に戻
った千葉県側の河川敷
にあります。飛んでい
るのは水・土・日曜日。
有料で体験飛行させて
くれるクラブもあるそ
うです�

別名「アジサイ寺」。
見ごろは6月中旬～7
月上旬。また、6月上
旬からはハナショウブ
も見られます。北小金
駅北口下車徒歩10分�

　芝生広場や森の散策路、敷地内には縄文時代の竪穴式住居を再現した「縄文の森」
や松戸市立博物館もある。�
ところ　松戸市千駄堀269�
広さ　約50ヘクタール�
入園料　なし※お車のかたは駐車場1回500円�
開園時間　午前9時～午後5時（7月21日～8月20日は午後6時半まで、11月1日
～2月末日は午後4時半まで）�
休園日　なし�
柏からのアクセス　ＪＲ常磐線で松戸駅へ（10分）、新京成線で八柱駅へ（8分）、
八柱駅から「小金原団地循環」バスで「公園中央口」下車（5分）、徒歩1分�
問い合わせ　21世紀の森と広場管理事務所 �047─346─0121

　市内最大の公園には、芝生広場やボート池など
があり、のんびり過ごすにはぴったり。お勧めは5
月中旬から6月にかけて見ごろを迎えるバラ園。世
界各国の約60種1,500株のバラがカラフルに咲き誇
るので、花好きのかたはぜひ！�
ところ　柏の葉4─1�
広さ　36.1ヘクタール�
入園料　無料�
休園日　なし�
柏からの交通　柏駅西口から「国立がんセンター」
「柏の葉公園」行きバスで「柏西高校前」下車（20
分）、徒歩1分�
問い合わせ　県立柏の葉公園 �7134─2015

　チューリップフェスティバルは終わっても、チューリップはまだまだ見られ
る（開花状況は柏市のホームページ「かしわシティネット」に掲載中）。シバ
ザクラも4月下旬までが見ごろ。また、公園内にはバーベキューガーデン・20種
類のアスレチック・野菜の直売所などもある。�
ところ　布施2005─2�
広さ　17.2ヘクタール�
入場料　無料�
休園日　4月中は休みなし。5月からは毎週月曜日※祝日の場合はその翌日�
柏からのアクセス　ＪＲ常磐線で我孫子駅へ（10分）、我孫子駅北口から「あ
けぼの山公園入口」行きバスで終点下車（18分）、徒歩7分�
問い合わせ　あけぼの山農業公園 �7133─8877

　平成6年に茨城県最大の自然環境保全地域に造ら
れた博物館。本館展示はマンモスの化石や動く恐竜、
森の全景展示などどれもスケールが大きく、圧倒さ
れる。また屋外にも自然を楽しく体験できる野外施
設があり、こちらも動物の巣の形をした遊具や川の
流れそっくりに作った水の広場など工夫がいっぱい
で、子どもから大人まで楽しめる。�

ところ　茨城県岩井市大崎700�
広さ　16.4ヘクタール�
入場料　大人720円、高校・大学生440円、小・中学生140円
など※野外だけの利用など、各種割引あり�
開館時間　午前9時半～午後5時（入館は午後4時半まで）�
休館日　毎週月曜日※祝日の場合はその翌日�
柏からのアクセス　東武野田線で愛宕駅へ（25分）、愛宕駅から�
「岩井車庫」行きバスで「自然博物館入口」下車（15分）、徒歩�
10分�
問い合わせ　茨城県自然博物館 �0297─38─2000�

ワンポイントアドバイス◆館内では
ミュ－ジアムコンパニオンに案内し
てもらうとよく理解できる（午前
10時と午後1時・3時の3回実施）。
なお、バスの道中、県をまたぐ芽吹
大橋付近は渋滞することが多いので、
時間には余裕を持って。�

　自然の森林をそのまま生かして造られた公園で、手賀
沼を望む展望台やアスレチック・恐竜すべり台などがある。�
ところ　東葛飾郡沼南町片山275�
広さ　26.9ヘクタール�
入園料　なし※バーベキュー広場など、一部有料�
開園時間　午前9時～午後5時15分�
休園日　毎週月曜日※祝日の場合はその翌日�
柏からのアクセス　柏駅東口から�「手賀の丘公園」行きバスで終点下車（30分）、徒歩1分
�「布瀬」「手賀」行きバスで「手賀農協前」下車（30分）、徒歩5分�
問い合わせ　沼南町手賀の丘公園センター �7193─0010

ワンポイントアドバイス◆チューリップの時期は周辺道路がとても混雑し
ます。なるべく電車・バスのご利用を�

　利根川と江戸川の分岐点にある堤防上に、江戸時代を中
心に400年近く続いた関宿城を模して造られた博物館。河
川とその流域に生きた人たちの歴史を紹介している。最上
階には展望室があり、利根川の流れや関東一円の山並みを
一望できる。 
ところ　東葛飾郡関宿町（6月6日からは野田市）三軒家
143─4�
入場料　無料※特別展開催時は有料�
開館時間　午前9時～午後4時半（入館は午後4時まで）�
休館日　毎週月曜日※祝日の場合はその翌日�
柏からのアクセス　東武野田線で川間駅へ（30分）、川
間駅から「関宿城博物館経由境町」行きバスで「関宿城博
物館」下車（35分）�
問い合わせ　県立関宿城博物館 �7196─1400

ワンポイントアドバイス◆川間駅か
ら博物館へ行くバスは1時間に1本程
度（川間駅発休日ダイヤで午前8時
29分・9時12分・10時05分・11時
55分、午後1時10分・1時33分発）。
着いたら帰りのバスの時刻を確認し
ておきましょう�

　江戸時代から続くと言われる埼玉県北葛飾郡庄和町の大凧
（おおだこ）あげまつりは、毎年5月の3日と5日に行われて
いる。3カ月かけて作られた大凧が江戸川河川敷に舞い上が
る姿を見届けようと、毎年10万人もの見物客が訪れる。5日
の午前には全国の色々な凧も揚げられる。大凧が飛ぶかどう
かは風次第、さて今年はどうなるか？ 
とき　5月3日�・5日�※大凧揚げは各日午後2時�
ところ　江戸川河川敷広場（埼玉県北葛飾郡庄和町西宝珠花）�
柏からの交通　東武野田線で川間駅へ（35分）、川間駅か
ら「はやま工業団地入口」「境町」行きバスで「宝珠花上町」
下車（15分）、徒歩（5分）でそのまま対岸から見るか、
宝珠花橋を渡って会場へ（15分）※まつり当日は春日部駅
からの臨時バスもあります 
問い合わせ　庄和町大凧会館 �048─748─1555

　野田市の北西に広がる清水公園は、もともと個人の庭園を町の人た
ちに開放した民営の公園。全国の「さくら名所100選」に入るほどの
サクラの名所として有名だが、4月下旬からは100種20,000株のツツジ
が見ごろを迎える（4月20日�～5月5日�までつつじまつりを開催）。
広大な敷地内には水上のコースを持つフィールドアスレチックやジャ
イアントスロープ、ポニー牧場などの遊園施設や季節の花700種を植
えた花ファンタジアがあり（いずれも有料）、どれもこれもお勧め！ 
ところ　野田市清水906�
広さ　28ヘクタール�
入園料　なし※有料施設を除く。詳しくは問い合わせを�
有料施設の開館時間　午前9時～午後5時（受付時間は施設ごとに異
なる）�
定休日　なし�
柏からのアクセス　東武野田線で清水公園駅へ（25分）、徒歩5分�
問い合わせ　清水公園 �7125─3030

　流行歌にもなった「矢切の渡し」は、江戸時代、川の両側に
田を持つ農民が関所を通らなくて済む渡し船で往来したことが
始まりとされる。今も松戸市下矢切と東京都葛飾区柴又の間
150メートルを手漕ぎの舟がのんびり往復している。舟にゆら
れて春の江戸川を肌で味わってみてはいかが？ 
乗船料　片道100円（小学生以下は50円）�
運航時間　午前9時～日没まで�
休航日　11月まではなし※荒天時は運休�
柏からのアクセス　ＪＲ常磐線で松戸駅へ（10分）、松戸駅
から�「矢切高校」行きバスで終点下車（12分）、徒歩15分
�「国府台経由市川駅」行きバスで「下矢切」下車（15分）、
徒歩30分�
問い合わせ　松戸市観光協会 �047─366─7327

ワンポイントアドバイス◆会場の近くには世界中の凧を集めた大凧会館
があります。3階吹き抜けの展示室に飾られた100畳大凧には、その大き
さに思わず声を上げずにはいられません。�
�大凧会館　開館時間　午前9時～午後4時半　休館日　毎月第2・第4
月曜日※祝日の場合はその翌日　入場料　一般300円、小・中学生と高
校生150円※団体割引あり�

ワンポイントアドバイス◆下矢切バス停から徒歩30分の途中
には「野菊の墓文学碑」があります。また、対岸に着いたら
「フーテンの寅さん」でおなじみの帝釈天と参道をぶらり歩
いて京成線柴又駅に出られます。�

今や春らんまん。咲き誇る花々や新緑が目にまぶしい季節になりました。市内でもさく

らまつりやチューリップフェスティバルが行われ、たくさんの人が花見に訪れました。4

月も半ばを過ぎ、もうすぐゴールデンウィーク。「どっか連れてってー」「近場でいい所は

ないかな」お悩みのかたも多いはず。今回の特集では、東葛近辺で電車・バスで手軽に行

ける、お勧めのおでかけスポットを紹介します。

●ご注意●�
・ご紹介した各スポットの
内容は平成15年4月現在
のものです。休館日等は
変わることもあります（年
末年始や時期によっては
お休みのことがあります）
のでご注意を�
・所要時間は目安です。道
路状況等により遅れるこ
ともあります�

春のおでかけマップ�

手賀沼にすむ鳥や日本・
世界の鳥が実物標本で展
示されています。我孫子
駅から「市役所経由」バ
スで「市役所前」下車、
徒歩5分。問＝同博物館 
�7185─2212



も
ぐ
も
ぐ
か
み
か
み
教

室と
き
・
と
こ
ろ

４
月
18
日

（
金
）
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
４
月

25
日
（
金
）
＝
高
田
近
隣
セ
ン

タ
ー
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

10
時
半
〜
正
午

対
象

市
内
在
住
で
、
一
歳

三
カ
月
ご
ろ
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
妊
婦

内
容

離
乳
食
の
す
す
め

方
・
作
り
方
と
試
食

費
用

無
料

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手

帳
、
皿
、
ス
プ
ー
ン

申
し
込
み

４
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

か
わ
い
い
ピ
ン
チ
で
飾

る
ミ
ニ
ブ
ラ
ウ
ス

と
き

４
月
22
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

ミ
ニ
ブ
ラ
ウ
ス
を
作

り
ま
す

費
用

百
円

用
意
す
る
物

裁
縫
道
具

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０

こ
こ
ろ
ほ
ぐ
し
・
か
ら

だ
ほ
ぐ
し

と
き

４
月
27
日
（
日
）
の

�
午
前
９
時
40
分
〜
10
時
40

分
、
�
午
前
10
時
50
分
〜
11
時

50
分と

こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

各
回
と
も
市
内
在
住

で
、
六
十
歳
以
上
の
か
た
、
十

人
と
小
学
生
八
人

内
容

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

す
費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
こ
こ
ろ
ほ
ぐ
し
・
か
ら
だ
ほ

ぐ
し
講
座
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
時
間
の
番
号
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
０
０
５
１
加
賀
三
丁
目

一
六
│
八
　
介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

へ
、
４
月
20
日
（
日
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一

人
一
通
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０

講
演
「
く
つ
ろ
ぎ
の
選

択
・
私
が
み
て
き
た
在

宅
医
療
」

と
き

５
月
10
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
と
介
護
関
係
者
、

四
十
五
人

内
容

医
師
に
よ
る
講
演

「
後
悔
し
な
い
、
愛
す
る
人
の

み
と
り
方
と
は
」

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
く
つ
ろ
ぎ
の
選
択
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

０
５
１
加
賀
三
丁
目
一
六
│
八

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ

の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
へ
、
４
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０

広報� 平成１５年（２００３年）４月１５日 第１１９１号 �

講 座 番 号 �

講 座 番 号 �

と き �
�
と こ ろ �
対 　 象 �
�
�
内 　 容
　�
�
�
�
�
費 　 用 �
�

別表のとおり※午前コース＝午前9時半～
午後0時半・午後コース＝午後1時半～4時半�
中央公民館�
市内在住・在勤のかた、ＩＴレベルアップ
講座＝各コース25人、地域ＩＴリーダー育成
講座＝各コース25人�
ＩＴレベルアップ講座＝電子メール編、デジ
タルカメラ編、情報発信ホームページ編�
地域ＩＴリーダー育成講座＝インターネット
への接続の仕方、各種ソフトのインストール
や削除の仕方、各種ソフトの使い方、セキュ
リティ、トラブルへの対応など�
無料※地域ＩＴリーダー育成講座は教材費実
費負担あり�

往復はがきに希望講座名と講座番号（ＩＴレ
ベルアップ講座は第3希望まで）を明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて
先を書いて、〒277－0005柏5丁目8─12　柏市
中央公民館へ、4月30日�までに郵送で（必
着）※応募者多数の場合は抽選�

申し込み�

　暮らしをさらに豊かにするインターネット。今年度も昨年度に引き続きＩＴレベルアップ講座を開きます。ま
た、今回初めて地域でのＩＴリーダーの育成講座も行います。ＩＴの向上を目指すかたはＩＴレベルアップ講座
に、パソコンのボランティア活動をしてみたいかたは地域ＩＴリーダー育成講座にぜひご参加を。�

�ＩＴレベルアップ講座�

�地域ＩＴリーダー育成講座�

午前コース�午後コース�

午前コース�午後コース�

中央公民館 �7164─1811問�

日　　程�

日　　程�

Ａ─  1 Ｂ─  15月27日�～29日��
Ａ─  2 Ｂ─  2
Ａ─  3 Ｂ─  3

Ｃ─  1 Ｃ─  2

6月10日�～12日��
Ａ─  4 Ｂ─  46月17日�～19日��
Ａ─  5 Ｂ─  56月24日�～26日��
Ａ─  6 Ｂ─  67月 1 日�～ 3 日��

6月 3 日�～ 5 日��

5月30日～9月19日の毎
週金曜日（8月8日・15
日を除く、計15回）�

Ａ─  7 Ｂ─  77月 8 日�～10日��
Ａ─  8 Ｂ─  87月15日�～17日��
Ａ─  9 Ｂ─  97月22日�～24日��

7月29日�～31日�� Ａ─10 Ｂ─10

ＩＴレベルアップ講座＆地域ＩＴリーダー育成講座�

講
座
･
講
演
�

学  級  名�

保育あり（2歳以上児、先着16人）※5月1日�午前10時から説明会あり�

保育あり（2歳以上児、先着12人）※5月15日�午前10時から説明会あり�

光ケ丘近隣センター�
�7175─0033

5月8日～6月19日の毎
週木曜日午前10時～正
午（計7回）�

たのしい子
育てセミナ
ー�
（幼児クラ
ス）�

講義と親子のふれあい
・調理実習など�

市内在住・在勤で�
幼児を持つ保護者、
先着20人�

新田原近隣センター�
�7167─1276

のびのび子
育てセミナ
ー�
（小学生ク
ラス）�

5月15日～6月19日の毎
週木曜日午前10時～正
午（計6回）�

小学生期の心と体の発
達や特徴の理解と子育
てのあり方の学習�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着25人�

保育あり（1歳～就学前児）�

布施近隣センター�
�7132─3100

すこやかセ
ミナー�
（小学生ク
ラス）�

5月13日～6月24日の
毎週火曜日午前10時～
正午（計7回）�

親子のきずなを深め、
心豊かな子育てについ
ての学習と親同士の情
報交換�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

保育あり（2歳以上児、先着20人）�

松葉近隣センター�
�7133─2200

松葉地域で
楽しい子育
て�

5月20日～7月8日の毎
週火曜日午前10時～正
午※6月14日�に館外
学習あり（計9回）�

子どもの健康、救急救
命法、親子のコミュニ
ケーションなど�

市内在住・在勤で
未就学児を持つ保
護者、先着20人�

増尾近隣センター�
�7174─7211

心を育てる�
ファミリー
クラス�
（小学生ク
ラス）�

5月20日～7月8日の毎
週火曜日午前10時～正
午（計8回）�

小学生の心身の発達や
特徴を理解し、適切な
指導・助言ができるよ
うにするための学習�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

藤心近隣センター�
�7176─3700

藤心はつら
つ子育てセ
ミナー�
（乳幼児ク
ラス）�

5月20日～7月1日の毎
週火曜日午前9時45分
～11時45分（計7回）�

思いやりのある子に育
てるための学習と親子
のふれあい�

市内在住・在勤で
妊婦と乳幼児の保
護者・希望者、先
着30人�

西原近隣センター�
�7154─2000

子育てセミ
ナー“オレ
ンジ”�
（小学生ク
ラス）�

5月22日～6月26日の
毎週木曜日午前10時～
正午（計6回）�

小学生の心と体、いじ
めや暴力から子どもを
守る方法、親子のコミ
ュニケーションなど�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

会場・問い合わせ� と　　き� 対　　象� 主 な 内 容�

　家庭教育学級は、幼児から小学生まで、それぞれの年齢に合わせたセミナーを開いて、
皆さんの子育てを応援します。同世代のお子さんを持つ仲間たちと話し合ったり、学習し
たりして、子育ての楽しさを再認識しませんか。�

費　　用　無料（教材費等は実費）�
申し込み　4月16日�（松葉近隣センターは4月22日�）午前9時から、希望する会場へ電話か直接

（土・日曜日、祝日を除く）�
◎その他の会場の開催予定　豊四季台・田中近隣センター＝9月、永楽台近隣センター＝10月、新

富近隣センター＝11月、南部近隣センター＝12月 ※詳しくは、後日
「広報かしわ」でお知らせします�

　各近隣センター�問�

家庭教育学級�



ア
ジ
ア
の
文
化
を
知
ろ

う
！
「
ア
ジ
ア
ン
・
ナ

イ
ト
」

と
き

５
月
13
日
（
火
）
・

20
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生
・
大
学
生
、
各
回
三
十

人
内
容

簡
単
な
中
国
語
と
ウ

ー
ロ
ン
茶
の
入
れ
方
・
飲
み
方

を
学
び
ま
す

費
用

二
百
円

申
し
込
み

は
が
き
に
「
ア

ジ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
日
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　

柏
市
役
所
国
際
交
流
室
内
柏
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
、
４

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
�
７
１
６
７

―
０
９
４
１

エ
ク
セ
ル
初
心
者
コ
ー

スと
き

５
月
11
日
（
日
）
・

18
日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
０
時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、文
字
入
力
が
で
き
る
か
た
、

二
十
五
人

内
容

表
の
作
成
を
通
し
て

エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

Ｄ
Ｏ
Ｓ
／
Ｖ

の
初
期
化
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
一

枚
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
エ
ク
セ
ル
初
心
者
コ
ー
ス
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
―
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
―

一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館
へ
、

４
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一

通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
以
前
に
受
講
さ
れ
た
か
た

は
応
募
で
き
ま
せ
ん

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

シ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル

「
エ
ゴ
社
会
か
ら
エ
コ

社
会
へ
」

と
き

５
月
14
日
〜
７
月
２

日
の
毎
週
水
曜
日
と
５
月
22
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午
（
５

月
21
日
を
除
く
、
計
八
回
）

と
こ
ろ

田
中
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

環
境
問
題
・
高
齢
者

の
健
康
作
り
な
ど
を
学
び
ま
す

※
館
外
学
習
・
調
理
実
習
あ
り

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費

・
調
理
実
習
費
は
実
費
）

申
し
込
み

４
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
田
中
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
３
―
１
０
０
０

あ
た
ま
と
ゆ
び
を
使
っ

て
老
化
防
止
の
マ
ー
ジ

ャ
ン
講
座

と
き

５
月
17
日
・
31
日
、

６
月
７
日
・
21
日
、
７
月
５
日

・
19
日
の
各
土
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
で
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
初
心
者

の
か
た
、
二
十
人

内
容

老
化
防
止
と
仲
間
作

り
を
し
ま
す

費
用

千
五
百
円
（
資
料
・

道
具
リ
ー
ス
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

０
５
１
加
賀
三
丁
目
一
六
│
八

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ

の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
へ
、
４
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
訓

練
「
簿
記
科
」

と
き

５
月
20
日
（
火
）
〜

23
日
（
金
）
・
27
日
（
火
）
・

29
日
（
木
）
・
30
日
（
金
）、

６
月
３
日
（
火
）
〜
５
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
計
十

回
）と

こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

再
就
職
を
希
望
し
て

い
る
か
た
、
二
十
二
人

内
容

簿
記
の
基
礎
か
ら
簿

記
検
定
三
級
程
度
ま
で
を
学
び

ま
す費

用

無
料

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い1

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千

葉
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
４

８
│
７
７
６
６

時
間
外
保
育
士

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

豊

住
保
育
園
、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時

半
〜
７
時
・
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
４
月
22
日
（
火
）
ま

で
に
、
豊
住
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

1

豊
住
保
育
園
�
７
１
７
４

―
７
１
９
７

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一

般
公
開
　

と
き

４
月
18
日
（
金
）
ま

で
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
（
柏
の
葉
五
丁
目
）

内
容

科
学
技
術
週
間
に
ち

な
み
、
施
設
を
公
開
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接そ

の
他

団
体
で
見
学
を
す

る
場
合
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

1

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�
７

１
３
３
│
０
１
３
９

木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

と
き

４
月
27
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

柏
木
材
セ
ン
タ
ー

（
高
田
）

内
容

も
ち
ま
き
、
丸
太
切

り
実
演
、
親
子
木
工
教
室
（
有

料
）、
包
丁
研
ぎ
（
一
人
一
本

だ
け
）

そ
の
他

新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
の
相
談
会
あ
り

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
木
材
セ
ン
タ
ー
�
７
１

４
３
│
１
２
４
１
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柏
玲
会
箏
曲
演
奏
会

４
／
20

の
14
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

八
百
円
。
小
川
�
７
１
６
３
│
５

８
７
８

春
の
山
野
草
造
型
展
示
会

４

／
26
・
27
の
９
時
〜
18
時
（
27
日

は
16
時
ま
で
）、
県
プ
ラ
。
無
料
。

武
田
�
７
１
７
２
│
８
９
５
５

社
交
ダ
ン
ス
で
健
康
作
り

５

／
13
〜
７
月
の
毎
�
10
時
、
ほ
の

ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
。
六
十
歳
以

上
、
二
十
人
。
初
心
者
。
無
料
。

長
谷
川
�
７
１
７
２
│
３
０
４
９

コ
ー
ル
四
季
25
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
「
愛
に
ふ
れ
な
が
ら
」

４
／
20
の
14
時
〜
16
時
、県
プ
ラ
。

千
円
。
湯
浅
�
７
１
４
４
│
８
４

４
３劇

団
Ｗ
公
演No.19

「
智
恵
子

抄
」
の
愛
の
か
た
ち
天
の
族
・
地

の
族

５
／
１
の
19
時
〜
21
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
二
千
三
百
円
。
桑

原
�
７
１
３
２
│
５
６
０
０

柏
お
は
な
し
振
興
会
公
演
・
横

山
幸
子
の
む
か
し
ば
な
し
と
人
形

劇

５
／
10
の
13
時
〜
14
時
半
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無
料
。
寺
田
�
７

１
６
３
│
７
６
８
５

柏
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

４

／
27
の
14
時
〜
16
時
、
市
民
文
化

会
館
。
八
百
円
。
田
中
�
０
９
０

│
３
９
６
３
│
８
４
６
５

中
国
映
画
鑑
賞
会

４
／
27
の

13
時
〜
17
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

「
し
あ
わ
せ
の
場
所
」「
ス
パ
イ
シ

ー
・
ラ
ブ
・
ス
ー
プ
」。
五
百
円
。

成
寅
�
７
１
３
４
│
２
３
６
６

柏
少
年
少
女
合
唱
団
創
立
15
周

年
記
念
演
奏
会

４
／
29
の
14
時

〜
16
時
15
分
、
市
民
文
化
会
館
。

八
百
円
。
荷
福
�
７
１
７
３
│
０

５
８
２

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
講
習
会
　

５
／
10
の
９
時
〜
12
時
、県
プ
ラ
。

テ
デ
ィ
ベ
ア
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
レ

ー
ト
作
り
。
二
千
円
。
高
橋
�
７

１
５
２
│
０
７
３
９

え
び
ね
・
山
草
展

５
／
３
の

９
時
〜
16
時
、
花
野
井
公
会
堂
。

無
料
。
松
丸
�
７
１
３
２
│
３
７

７
７え

び
ね
・
山
草
展

４
／
26
・

27
の
９
時
〜
17
時
、
田
中
農
協
会

館
。
無
料
。
深
津
�
７
１
３
３
│

８
５
７
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン

サ
ー
ト

４
／
19
の
15
時
〜
17

時
、
シ
オ
ン
教
会
。
孤
児
院
へ
の

募
金
あ
り
。
中
村
�
７
１
４
４
│

１
３
９
８

社
交
ダ
ン
ス
「
エ
ル
フ
の
会
」

毎
�
11
時
、
中
公
。
多
少
踊
れ
る

か
た
、
男
性
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
円
。
小
田
�
７
１
６
９
│
０

４
９
１
（
17
時
以
降
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
柏
か
と
れ

あ
」

毎
�
９
時
、
根
戸
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

五
百
円
。
長
妻
�
７
１
３
１
│
３

６
２
５
（
18
時
以
降
）

60
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

第
一
・
二
�
12
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
。
男
性
歓
迎
。2

三
千
円
、

一
回
二
千
円
。
松
永
�
７
１
７
４

│
４
３
６
０

剣
道
「
花
野
井
剣
友
会
」

毎

�
17
時
、
�
９
時
、
花
野
井
小
。

小
学
生
以
上
。2

二
千
円
、
会
費

七
千
円
（
半
年
分
）。
永
井
�
７

１
３
１
│
５
６
４
１

新
舞
踊
「
喜
扇
会
」

月
三
回

�
12
時
、
旭
町
近
セ
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
久
保
田
�
７
１
４
４

│
６
１
９
４

健
康
リ
ズ
ム
体
操

毎
�
11

時
、
松
葉
近
セ
。
女
性
。2

千
円
、

3

千
三
百
円
。
岡
崎
�
７
１
３
１

│
２
２
５
０

卓
球
「
柏
あ
い
あ
い
ク
ラ
ブ
」

毎
�
12
時
、
市
民
体
育
館
。2

千

円
、3

千
円
。
矢
澤
�
７
１
３
３

│
４
６
２
２

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

20日�午前10時～正午�
先着10人。無料�

3日�午後1時～4時。小学
生、先着10人（3年生以下
は保護者同伴）。100円�

27日�午前10時～午後1時
先着10人。200円�

18日�午前10時～正午�
先着10人。無料�

31日�午後1時～4時�
先着10人。100円�

22日�午前10時～午後3時�
先着15人。無料�
23日�午前10時～午後4時�
先着20人。150円　　�

アルミ缶でポンポ
ン船作り�

8日�・15日�午前10時～
午後1時。先着10人。200円�
9日�・16日�午前10時～午
後3時。先着10人。300円�

犬の洋服作り�

おもちゃや家庭用
品（電化製品・な
べ等）の修理�

25日�午後1時～4時�
先着15人。無料�

わらじ作り�

和布でお手玉作り�

15日�午後1時半～3時�
先着25人。無料�

ＥＭぼかしで生ご
みたい肥作りと使
い方�

14日�午前10時～午後3時�
先着15人。100円�

ネクタイでポシェ
ット作り�

裂き織り�

デニム等のシャツ
でバッグ作り�

木工（パソコンラ
ック作り）�

自転車の修理�

包丁研ぎ�

問�柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
申し込みは4月15日�午前9時半から、同館へ電話で�

催
し
・
講
習
会

■表2　柏寿荘の講座�

�茶道�
第2・第4� 午前�

�陶芸�
毎�・�・� 午前�

�水彩画�
第2・第4� 午前�

�カラオケ�
第2・第4� 午前�

�ストレッチ・健康体操�
第2・第4� 午後�

�紙すきと絵てがみ�
第1� 午後�
�カラオケ�
第2・第4� 午後�
�書道�
第2・第4� 午前�

�社交ダンス�
第2・第4� 午後�

�民謡�
第2・第4� 午前�
�ストレッチ・健康体操�
第1・第3� 午前�
�コーラス�
第1・第3� 午前�

�囲碁�
第2・第4� 午後�

�気功と健康体操�
第1・第3� 午後�

�エアロビクス�
第2・第4� 午前�

�自彊（きょう）術�
第2・第4� 午後�

◎水墨画�
第2・第4�午後��
◎書道�
第2・第4� 午後�

�カラオケ�
第1・第3� 午前�
�民謡�
第1・第3� 午前�

�茶道�
第1・第3� 午前�
�フレスコアート盆栽�
第1・第3� 午後�

�はじめての英語�
第2・第4�午後��

�3B体操�
第2・第4� 午後�
�絵手紙�
第2・第4� 午前�

�書道�
第2・第4� 午前�
�社交ダンス�
第1・第3� 午前�

�陶芸�
毎週� 午前�

�折り紙手工芸�
第2・第4� 午後�

6月～来年2月�
別表1・2・3のとおり�
南部老人福祉センター（藤心）・柏寿荘（船戸山高野）・中央老人福祉セン
ター（教育福祉会館内）・いきいきプラザ（市役所隣）�
市内在住の60歳以上で、各講座の初心者のかた、30人程度※茶道は10人程度�
500円程度（教材費は実費）�
4月16日�～26日�午前10時～午後3時半に、はがきを持って、希望する講座
を開講する各会場（いきいきプラザで行う講座は中央老人福祉センター）へ、
本人が直接（中央老人福祉センターは21日�、柏寿荘と南部老人福祉センタ
ーは20日�を除く）※申し込みは1人1講座だけ。以前に受講した講座は除く。
応募者多数の場合は抽選�
各講座とも受講生が15人（茶道は5人）に満たない場合は開講しません�

開講期間�
科目・とき�
と こ ろ �
�
対　　象�
費用（月額）�
申し込み�
�
�
�
�
そ の 他 �

南部老人福祉センター�7176─6151・柏寿荘�7131─9511�
中央老人福祉センター�7163─9356問�

■表1　南部老人福祉センターの講座�

■表3　中央老人福祉センターの講座（◎印はいきいきプラザで開催）�

開講時間�
午前＝午前10時～正午�
午後＝午後1時～3時�
午後�＝午後3時10分�
　　　　～5時10分�

催
 
し

８
面
へ
続
く

求
 
人



市
立
柏
病
院
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
健
康
相
談

市
立
柏
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象
疾
患

①
神
経
内
科
＝

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脳
出
血
、

脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
な
ど
②

整
形
外
科
＝
脊
椎（
せ
き
つ
い
）

疾
患
、
骨
・
関
節
疾
患
な
ど
③

眼
科
＝
緑
内
障
、
白
内
障
な
ど

相
談
期
間

４
月
30
日（
水
）

ま
で相

談
方
法

市
立
柏
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.kashiwacity

│hp.
or.jp/

）
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
で

回
答
方
法

順
次
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
回
答
し
ま
す

相
談
内
容
の
公
開

お
寄
せ

い
た
だ
い
た
相
談
で
市
民
の
か

た
の
参
考
と
な
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
事
前
に
公
開
す
る

旨
の
Ｅ
メ
ー
ル
を
本
人
に
お
送

り
し
、
匿
名
で
掲
載
し
ま
す

1

市
立
柏
病
院
�
７
１
３
４

│
２
０
０
０

託
児
介
助
員
と
幼
児
教

育
研
究
協
力
員
を
募
集

①
託
児
介
助
員

と
き

親
子
幼
児
教
室
開
催

日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時
（
計

八
回)と

こ
ろ

教
育
研
究
所
（
篠

籠
田
）

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経

験
の
あ
る
か
た
、
三
人
（
子
ど

も
連
れ
の
勤
務
は
不
可
）

内
容

同
教
室
で
の
幼
児
の

介
助謝

礼

薄
謝

②
幼
児
教
育
研
究
協
力
員

と
き

４
月
〜
来
年
３
月
31

日
と
こ
ろ

教
育
研
究
所

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経

験
の
あ
る
か
た
、
三
十
三
人

（
各
小
学
校
区
か
ら
一
人
）

内
容

幼
児
教
育
に
関
す
る

調
査
と
資
料
収
集
な
ど

謝
礼

薄
謝

申
し
込
み

①
・
②
と
も
、

４
月
17
日
（
木
）
〜
21
日
（
月
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
に
教

育
研
究
所
へ
直
接
※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
居
住
地
区
、
養
育

経
験
等
を
考
慮
し
て
選
考

1

教
育
研
究
所
�
７
１
４
５

│
２
１
１
０

青
少
年
セ
ン
タ
ー
「
キ

ャ
ン
プ
場
」
８
月
分
の

利
用
申
し
込
み

申
し
込
み

５
月
１
日（
木
）

午
前
９
時
〜
９
時
15
分
に
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
十
余
二
）
へ

直
接
※
応
募
は
一
団
体
一
人
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午

前
９
時
15
分
以
降
、
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す

そ
の
他

８
月
１
日
（
金
）

〜
３
日
（
日
）
は
利
用
で
き
ま

せ
ん

1

青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
７
１

３
１
│
５
８
５
６

児
童
福
祉
施
設
入
所
児

（
者
）の
負
担
金
を
助
成

対
象

心
身
障
害
児
（
者
）

が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
・
通

園
し
て
い
て
、
自
己
負
担
金
を

支
払
っ
て
い
る
保
護
者
か
本
人

申
し
込
み

所
定
の
申
請
書

と
平
成
14
年
10
月
〜
平
成
15
年

３
月
の
負
担
金
の
領
収
書
・
印

鑑
・
銀
行
の
預
金
通
帳
を
持
っ

て
、
５
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
第
一
庁

舎
二
階
）
へ
直
接
※
申
請
書
は

障
害
福
祉
課
へ
電
話
で
請
求
で

き
ま
す

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
６

市
民
自
主
企
画
講
座
の

応
募
団
体
を
募
集

10
月
以
降
、
中
央
公
民
館
の

施
設
を
使
用
し
、
講
座
を
企

画
・
開
催
す
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

対
象

市
内
の
公
共
施
設
等

で
一
年
以
上
継
続
し
て
学
習
活

動
を
行
っ
て
い
て
、
企
画
・
運

営
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で
き
る

五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

講
座
の
要
件

開
催
回
数
は

五
〜
八
回
。
教
育
・
環
境
・
情

報
化
・
国
際
化
・
少
子
高
齢

化
・
男
女
共
同
参
画
な
ど
の
現

代
的
な
課
題
や
地
域
の
課
題
を

テ
ー
マ
と
す
る
（
趣
味
や
ハ
ウ

ツ
ー
も
の
を
除
く
）

講
師
謝
礼
金

教
育
委
員
会

で
定
め
る
基
準
に
よ
る

申
請
用
紙
の
請
求

は
が
き

に
「
市
民
自
主
企
画
講
座
資
料

請
求
」
と
明
記
し
、
サ
ー
ク
ル

団
体
・
団
体
名
・
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

五
丁
目
八
│
一
二
　
柏
市
中
央

公
民
館
へ
、
５
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

平
成
15
年
度
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
４
・
５
月
版
を

発
行

４
月
〜
５
月
に
予
定
し
て
い

る
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
を
ま
と
め
た
「
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
４
・
５
月
版
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
か
し
わ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
・
中
央
公
民
館
等
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

長
期
生
活
支
援
資
金
の

貸
し
付
け

低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯
に

対
し
、
居
住
用
の
不
動
産
を
担

保
に
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
る

制
度
で
す
。
本
人
の
死
亡
ま
た

は
契
約
終
了
時
に
当
該
不
動
産

を
処
分
す
る
な
ど
し
て
一
括
返

済
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
世
帯

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
世
帯
①
借
入
申
込
者

が
単
独
で
所
有
し
て
い
る
不
動

産
に
居
住
し
て
い
る
（
借
地
・

借
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
は
不
可
。

同
居
の
配
偶
者
と
共
有
の
場
合

は
、
配
偶
者
と
と
も
に
連
帯
借

受
人
に
な
る
場
合
に
限
る
）
②

借
入
申
込
者
が
居
住
し
て
い
る

不
動
産
に
賃
借
権
等
の
利
用
権

お
よ
び
抵
当
権
等
の
担
保
権
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
③
借
入
申

込
者
の
配
偶
者
以
外
に
、
借
入

申
込
者
か
配
偶
者
の
親
以
外
の

同
居
人
が
い
な
い
④
借
入
申
込

者
を
含
め
た
世
帯
の
構
成
員
が

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
以
上
で

あ
る
⑤
借
入
申
込
者
を
含
め
た

世
帯
が
市
町
村
民
税
非
課
税
程

度
の
低
所
得
で
あ
る
⑥
居
住
地

（
土
地
だ
け
）
の
評
価
額
が
お

お
む
ね
一
千
万
円
以
上
で
あ
る

貸
し
付
け
内
容

①
貸
付
限

度
額
＝
土
地
の
評
価
額
の
概
ね

七
割
②
貸
付
期
間
＝
貸
付
元
利

金
が
限
度
額
に
達
す
る
ま
で
の

期
間
③
貸
付
月
額
＝
一
カ
月
三

十
万
円
以
内
（
初
期
費
用
等
に

対
す
る
た
め
臨
時
増
額
可
能
）

と
し
、
三
カ
月
ご
と
に
交
付
④

貸
付
利
率
＝
三
パ
ー
セ
ン
ト
ま

た
は
銀
行
の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ

ー
ト
の
率
の
ど
ち
ら
か
低
い
率

を
基
準
と
し
て
定
め
る

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
６
３
│
９
０
０
１

農
薬
取
締
法
が
改
正

３
月
10
日
に
改
正
農
薬
取
締

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

改
正
点
は
、
①
無
登
録
農
薬
の

製
造
、
輸
入
、
使
用
の
禁
止

（
無
登
録
農
薬
の
販
売
は
従
来

か
ら
禁
止
）
②
農
薬
使
用
基
準

に
違
反
す
る
農
薬
の
使
用
禁
止

③
罰
則
の
強
化
な
ど
で
す
。

農
薬
は
農
林
水
産
省
の
登
録

番
号
が
あ
る
も
の
を
、
ラ
ベ
ル

を
よ
く
読
ん
で
使
い
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
農
薬
コ

ー
ナ
ー
」（http://www.

m
aff.go.jp/nouyaku/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1

農
政
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
３

手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根

木
名
川
圏
域
流
域
懇
談

会
の
結
果
を
公
開

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
河
川
整
備
計
画
を
作

成
す
る
た
め
「
第
三
回
手
賀
沼

・
印
旛
沼
・
根
木
名
川
圏
域
流

域
懇
談
会
」
の
手
賀
沼
部
会
が

３
月
19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
会
議
の
資
料
と
議
事
要

旨
を
次
の
と
お
り
公
開
し
ま

す
。閲

覧
期
間

５
月
14
日（
水
）

ま
で閲

覧
場
所

千
葉
県
都
市
河

川
課
・
東
葛
飾
土
木
事
務
所

（
松
戸
市
）
・
治
水
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
三
階
）

1

治
水
課
�
７
１
６
７
│
１

４
０
４
・
千
葉
県
都
市
河
川
課

�
０
４
３
│
２
２
３
│
３
１
５

６
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o

英
会
話
ク
ラ
ブ

毎

�
15
時
、
�
19
時
、
西
原
近
セ
。

初
心
者
。
大
人
。
海
外
旅
行
英
会

話
。3

五
千
円
。
伊
藤
�
７
１
６

９
│
８
７
７
６

若
花
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

月
四

回
�
11
時
、
中
公
。
男
性
歓
迎
。

ペ
ア
も
可
。2

千
円
、3

二
千
五

百
円
。
宇
田
川
�
７
１
３
３
│
５

３
８
７

す
み
れ
新
体
操
ク
ラ
ブ

毎
�

17
時
、
新
田
原
近
セ
。
年
長
〜
中

学
生
の
女
子
。2

二
千
円
、3

五

千
円
。
小
松
�
７
１
６
３
│
６
３

１
２金

曜
ダ
ン
ス

毎
�
19
時
、
藤

心
近
セ
。
多
少
踊
れ
る
か
た
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
大
嶋
�
７

１
７
２
│
４
６
８
４

柏
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
研
究
会

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
日
時
、
図

書
館
本
館
。
解
説
員
を
目
指
し
ま

す
。
喜
多
�
０
９
０
│
１
０
４
６

│
２
２
０
９

英
会
話
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
」

毎
�
10
時
半
、
中
公
。
中
級
。3

四
千
円
。
大
西
�
７
１
７
５
│
７

６
１
６

ス
ト
レ
ッ
チ
・
健
康
体
操
「
い

ち
ご
ク
ラ
ブ
」

毎
�
13
時
、
市

民
体
育
館
。2

五
百
円
、3

千
円
。

新
井
�
７
１
６
６
│
３
５
０
７

空
手
道
「
正
修
館
」

毎
�
18

時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。
体
験
無
料
。

見
学
自
由
。
飯
倉
�
７
１
４
７
│

８
７
０
７

社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

毎
�
17
時
、
中
公
。
中
級
程
度
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
講
師
は
プ

ロ
。
小
関
�
７
１
６
９
│
３
８
２

８
（
17
時
以
降
）

健
康
体
操
「
西
原
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
・
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
会
」

月
四

回
�
９
時
半
、西
原
近
セ
体
育
館
。

2

千
円
、3

千
百
円
。
胸
永
�
７

１
５
５
│
６
２
０
３

短
歌
「
か
り
ん
」
柏
支
部

第

一
�
13
時
、
中
公
。
会
費
二
千
円

（
半
年
）。
苅
部
�
７
１
３
２
│
９

３
５
５

リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
松
葉

月
四
回
�
９
時
15
分
、松
葉
近
セ
。

女
性
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。

見
学
自
由
。
山
縣
�
７
１
３
１
│

４
８
２
７

米
国
社
会
科
教
科
書
研
究
会
　

第
二
・
四
�
10
時
、
根
戸
近
セ
。

高
三
程
度
の
英
文
読
解
力
の
あ
る

か
た
。3

三
千
円
。
上
橋
�
７
１

３
４
│
５
０
６
６

端
唄
・
俗
曲
「
三
四
の
会
」

第
二
・
四
�
10
時
、
諏
訪
神
社
。

3

二
千
五
百
円
。
佐
藤
�
７
１
３

１
│
７
６
９
０

柏
す
ず
ら
ん
コ
ー
ラ
ス

月
四

回
�
９
時
45
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

3

三
千
円
。
赤
松
�
７
１
６
７
│

０
１
６
０

詩
吟
「
柏
風
会
」

月
四
回
�

12
時
、
増
尾
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
見
学
自
由
。

立
花
�
７
１
６
７
│
９
６
５
９

Ｊ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎

�
19
時
、豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

小
学
生
以
上
の
女
性
。3

三
千
六

百
円
。
梶
山
�
７
１
４
３
│
３
４

５
２ペ

ン
習
字
「
雲
の
会
」

月
二

回
�
９
時
45
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

千
五
百
円
。
千
五
百

円
（
年
間
手
本
代
）。
牛
木
�
７

１
４
３
│
７
０
１
８

リ
ズ
ム
体
操
倶
楽
部

月
三
回

�
10
時
、
永
楽
台
近
セ
。2

千
円
、

3

千
円
。
猪
股
�
７
１
７
２
│
９

５
２
３
（
17
時
以
降
）

将
棋
「
棋
楽
会
」

毎
�
９
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
六
十
歳
以
上
。3

三
百
円
。
赤
城
�
７
１
６
７
│
７

６
６
７

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
あ
じ
さ

い
」

毎
�
10
時
、
豊
四
季
台
団

地
集
会
所
。2

千
円
、3

千
三
百

円
。
小
島
�
７
１
４
６
│
５
４
６

６
（
19
時
〜
21
時
）

ら
く
ら
く
手
結
び
着
付
け
サ
ー

ク
ル

月
三
回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。2

千
円
、3

二
千
円
。
紺

野
�
７
１
６
６
│
２
８
８
８

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
ラ
ッ
キ
ー
」

毎
�
10
時
半
、
旭
小
。4

千
五
百

円
、3

三
百
円
。
橋
本
�
７
１
４

５
│
７
４
５
９

７
面
か
ら
続
く

施 設 名�
柏洋スイマーズ柏
スクール�
（富里2丁目1�
�7173－0450）�
柏洋スイマーズ梅
郷スクール�
（野田市山崎1838�
�7123－0450）�

東武スポーツクラ
ブかしわ�
（新柏1丁目1522－8 
�7164－5353)

東武スポーツクラ
ブとよしき�
（豊四季156�
�7147－3114）�

開 場 時 間�

�･�･� 正午～午後2時�
� 午前11時～午後1時�
� 午後1時～4時�

�～� 正午～午後2時�
� 午後1時～4時�

�～� 午前11時～午後1時 
・午後6時～10時�

� 午前11時～午後1時・�
 午後6時～9時�
�・� 正午～午後6時�
�～� 午前11時～午後1時
　　　 ・午後6時半～10時�
� 午前11時～午後1時・　 
　 午後6時半～9時�
�・� 午前10時～午後6時�

サンスポーツ21柏�
（中央2丁目1－1�
�7163－3021）�

隔週� 午前10時～午後1時�
　　 　（事前に確認を）�

利用料金�

1,050円�

1,050円�

1,020円�

1,020円�

 1,000円�
幼児～小学
生は 500円�

対 象�

市内在住で、�
55歳以上のかた�

市内在住で、�
55歳以上のかた�

市内在住で、�
55歳以上のかた�

市内在住で、�
55歳以上のかた�

市内在住のかた
※幼児は保護者
同伴�

来年3月31日までの各施設の指定日�
室内プール（フィットネスジム等の利用はできません）�
利用前に各施設へ予約し、市が発行するスポーツ施設利用者登
録証を持って各施設へ行き、利用料金を支払ってください�
利用施設の管理者・監視員の指示や施設の規定に必ず従ってく
ださい�

開放期間 �
利用施設�
申し込み �
�
注　　意�

健康増
進�体力増

強�

体育課 �7167─1536問�

お
知
ら
せ
�



ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

の
訂
正

平
成
15
年
度
版
の
「
ご
み
出

し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
整
理
番
号
２

の
日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
７
月
の
可
燃
ご
み
収
集
日

の
中
で
、
31
日
（
木
）
の
赤
色

の
印
が
抜
け
て
い
ま
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

1

清
掃
収
集
事
務
所
�
７
１

７
３
│
５
１
１
１

不
要
な
鯉
の
ぼ
り
を
募

集柏
市
と
ふ
る
さ
と
交
流
都
市

の
福
島
県
只
見
町
で
は
、
毎
年

４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬
に
、
鯉

の
ぼ
り
を
集
め
て
川
沿
い
に
揚

げ
る「
お
れ
た
ち
の
鯉
の
ぼ
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
に
不
要
に
な
っ
た
鯉
の

ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
市
民
活
動

推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

市
民
活
動
推
進
課
内
柏
市

ふ
る
さ
と
交
流
協
会
事
務
局
�

７
１
６
７
│
１
１
２
６

建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
の
包
丁
研
ぎ
　

と
き

４
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決

行
と
こ
ろ

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー

柏
中
央
店
（
千
代
田
二
丁
目
）

※
売
り
上
げ
は
社
会
福
祉
事
業

に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
６
３
│
９
０
０
１

消
防
法
が
改
正

消
防
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

【
防
火
対
象
物
定
期
点
検
報

告
制
度
】

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
部
分
の
あ
る
建
物
で
、
あ
る

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
も

の
は
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権

限
の
あ
る
者
が
、
建
物
の
防
火

管
理
の
状
況
な
ど
を
資
格
者
に

点
検
さ
せ
、
消
防
本
部
に
報
告

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
制
度

で
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

点
検
の
結
果
、
不
備
の
な
い

建
物
に
は
、「
防
火
基
準
点
検

済
証
」
の
表
示
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
三
年
間
不
備
が
な

い
建
物
に
は
、
特
例
と
し
て
、

点
検
報
告
を
三
年
間
免
除
す
る

と
と
も
に「
防
火
優
良
認
定
証
」

の
表
示
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
は
そ

の
建
物
が
点
検
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設

置
基
準
の
変
更
】

平
成
15
年
10
月
１
日
現
在
で

存
在
す
る
次
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
ま
で

に
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
特
定
用
途
（
飲
食
店
、
物
販

店
、
ホ
テ
ル
、
風
俗
店
等
）
が

複
合
す
る
建
物
（
複
合
用
途
防

火
対
象
物
）
で
、
延
べ
面
積
が

三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
②
特
定
用
途
と
し
て
使
用
さ

れ
る
部
分
が
、
地
下
ま
た
は
地

上
三
階
以
上
の
階
に
存
在
し
、

そ
の
階
か
ら
地
上
に
直
通
す
る

階
段
（
屋
外
階
段
を
除
く
）
が

一
つ
し
か
な
い
も
の

な
お
、
詳
し
く
は
、
柏
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
し
わ
シ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
」（
ア
ド
レ
ス
は
一

面
欄
外
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１

３
３
│
８
７
９
２

宝
く
じ
助
成
金
で
印
刷

機
等
を
購
入

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会
で
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
付
さ
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助

成
金
で
、
印
刷
機
、
会
議
テ
ー

ブ
ル
、
コ
ピ
ー
黒
板
な
ど
を
購

入
し
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
し
ま
し
た
。

1

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く

り
協
議
会
�
７
１
７
３
│
９
５

３
１

広報�� 第１１９１号 平成１５年（２００３年）４月１５日

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

毎
�
12
時
、
根
戸
近
セ
。2

千
円
、

3

千
円
。
土
本
�
７
１
３
１
│
８

１
４
３
（
19
時
〜
21
時
）

親
子
リ
ズ
ム

月
二
回
�
10

時
、
松
葉
近
セ
。
〇
歳
か
ら
の
子

ど
も
と
お
母
さ
ん
。2

百
円
、3

千
二
百
円
。
舞
�
７
１
３
２
│
５

６
２
６

新
日
本
婦
人
の
会
松
葉
班
・
体

操
サ
ー
ク
ル

毎
�
13
時
半
、
松

葉
近
セ
。
女
性
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。

2

百
円
、3

三
千
二
百
円
。
高
田

�
７
１
３
１
│
９
５
９
８

居
合
道
「
土
佐
直
伝
英
信
流
」

毎
�
17
時
、
松
葉
近
セ
。
高
校
生

以
上
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。

山
�
�
７
１
７
２
│
１
４
７
２

裏
千
家
茶
道
「
和
佳
会
」

月

二
回
�
12
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
五

百
円
。
宮
川
�
７
１
７
４
│
５
９

３
７新

舞
踊
「
和
香
会
」

月
三
回

�
15
時
、
中
公
。2

二
千
五
百
円
、

3

二
千
五
百
円
。
山
田
�
７
１
３

４
│
５
６
３
３

男
性
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
　
月
四
回
�
15
時
、
藤
心
近

セ
ほ
か
。3

二
千
五
百
円
。
岸
田

�
７
１
７
３
│
４
６
８
６

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
柏
の
葉

毎
�

19
時
半
、
柏
の
葉
公
園
体
育
館
。

2

二
千
円
、3

二
千
円
。
生
形
�

７
１
４
９
│
３
２
１
９

初
中
級
ダ
ン
ス
「
花
み
ず
き
」

毎
�
19
時
、
新
田
原
近
セ
。
講
師

は
プ
ロ
。2

二
千
円
、3

二
千
五

百
円
。
久
川
�
７
１
６
７
│
３
２

１
３フ

ラ
ダ
ン
ス
「
ハ
ラ
ウ
フ
ラ

コ
コ
柏
」

第
二
・
四
�
13
時

半
、
生
活
塾
エ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
松
葉
。3

二
千
円
。
小

森
�
７
１
３
３
│
４
４
３
７

す
み
れ
ジ
ャ
ズ
ス
ト
レ
ッ
チ
サ

ー
ク
ル

毎
�
９
時
50
分
、
光
ケ

丘
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
円
。

井
川
�
７
１
７
６
│
５
８
６
４

柏
新
田
原
太
極
拳

毎
�
９
時

半
、
新
田
原
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
円
。
藤
井
�
７
１
６
６
│
３

６
８
２

つ
く
し
ん
ぼ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
　

月
三
回
�
15
時
、
つ
く
し
が
丘
ふ

る
さ
と
会
館
。
初
心
者
歓
迎
。
新

旧
歌
謡
。2

千
円
、3

三
千
円
。

藤
田
�
７
１
６
７
│
７
５
２
０

高
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月
三

回
�
13
時
、
高
田
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
新
旧
歌
謡
唱
歌
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
講
師
指
導
あ
り
。
堀

江
�
７
１
４
３
│
３
６
３
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団

月

二
回
�
10
時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ほ
か
。
幼
稚
園
年
長
児
以
上
。3

二
千
円
。
北
村
�
７
１
３
３
│
５

０
５
８

初
心
者
着
付
サ
ー
ク
ル

第
一

・
三
�
10
時
、
酒
井
根
近
セ
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
金
子
�
７

１
７
３
│
２
４
５
８

海
か
し
わ
俳
句
会

第
二
�
10

時
、
寺
島
文
化
会
館
。
初
心
者
歓

迎
。3

千
円
。
三
宅
�
７
１
７
３

│
２
８
８
０

柏
栄
音
楽
歌
謡
倶
楽
部

月
三

回
�
19
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
心

者
。
新
旧
歌
謡
。2

千
円
、3

三

千
円
。
見
学
可
。
講
師
指
導
あ
り
。

高
橋
�
７
１
７
３
│
０
３
６
２

あ
す
な
ろ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
　

月
四
回
�
19
時
半
、庚
塚
公
民
館
。

多
少
踊
れ
る
か
た
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
小
杉
�
７
１
４
３

│
４
５
３
８

木
彫
り
「
黒
ば
ら
会
」

第
一

・
三
�
10
時
、
生
活
塾
エ
ル
・
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
松
葉
。3

二

千
五
百
円
。
木
村
�
７
１
３
３
│

３
１
０
４
（
夜
間
）

コ
ー
ラ
ス
「
柏
プ
リ
ム
ラ
・
エ

・
コ
ー
ル
」

毎
�
10
時
、
柏
ビ

レ
ジ
近
セ
。
女
性
。2

千
円
、3

四
千
五
百
円
。
笹
谷
�
７
１
３
３

│
７
３
２
１

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
「
リ
オ
」

第
三
�
13
時
、
中
公
。3

千
三
百

円
。
見
学
自
由
。
天
羽
生
�
７
１

４
４
│
５
３
９
７

工
芸
「
田
中
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
の

会
」

第
一
・
三
�
９
時
、
田
中

近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

五
百
円
、

3

二
千
円
。
山
�
�
７
１
３
１
│

１
５
９
０

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

�は4月16日�
の、�は4月18
日�の、いずれ
も午後2時から、
光ケ丘児童セン
ターへ電話か直
接、�は当日、
会場へ直接�

小学生以上、先着
30人�

幼児～小学生、先
着40人�

不登校のお子さん
と保護者、先着20
人（子ども連れ可）�

4月22日�午後3
時半～4時20分�

5月2日�午前10
時半～11時半�

4月20日�午前10
時～正午�

4月25日�午前10
時～正午�

4月27日�午後1
時半～3時�

4月26日�午後2
時半～3時20分�

4月30日�午前10
時半～11時半�

5月1日�午前10
時半～11時半�

幼児～小学生、先
着200人�

幼児と保護者、先
着25組�

小学1年生以上、
先着15人�

�

永楽台児
童センタ
ー（永楽台
近隣セン
ター内）�

光ケ丘児
童センタ
ー�

当日、会場へ
直接�

豊四季台
児童セン
ター�

■児童センターの催し�
講座名� と　き� ところ� 対　　象� 内　　容� 申し込み�

豊四季台児童センター �7144─5363・光ケ丘児童センター �7170─7600・永楽台児童センター �7163─4050問�

�おはなし会�

�柏餅を作ろ
　う�

�幼児の集い
　～端午の節
　句～�

�幼児の集い
　～端午の節
　句～�

�不登校を考
　える親の集
　い�

�おはなし会�

�花束のプレ
　ゼント作り�

�釜のめしク
　ラブ～柏餅
　を作ろう～�

人形劇「ヘンゼルと
グレーテル」など�
不登校の子どもと関わ
ってきたかたと話し合
います（聴くだけも可）�

ミニブーケとカードを
作ります�

	おはなし会�


幼児の集い
　～端午の節
　句～�

障害のあるかたもない
かたも一緒に柏もちを
作ります�

4月16日�の
�は午後1時
半から、�は
午後2時から、
�は4月18日
�の午後2時
から、永楽台
児童センター
へ電話か直接�

こいのぼりの製作、手
遊びなど�

人形劇「ヘンゼルと
グレーテル」など�

幼児と保護者、先
着30組�

こいのぼりの製作、手
遊びなど�

4月25日�午前10
時半～11時20分�

4月26日�午前
10時～11時半�

幼児と保護者、先
着50組�

人形劇「ヘンゼルと
グレーテル」など�

小学生、先着25人�柏の葉を使って柏もちを作って食べます�

幼児と保護者、先
着50組�

こいのぼりの製作、手
遊びなど�

	は当日、会場
へ直接、�は4
月16日�の、

は4月23日�の、
いずれも午前10
時から、豊四季
台児童センター
へ電話か直接�

費用は�・�は150円、�は250円、その他は無料�

親
子
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

と
き

５
月
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
二
土
曜
日
、
午
前
10
時

〜
正
午
（
８
月
を
除
く
、
計
十

回
）と

こ
ろ

柏
中
学
校
ほ
か

対
象

小
学
一
〜
四
年
生
と

保
護
者
、
先
着
三
十
五
組

内
容

工
作
や
自
然
観
察
を

通
し
て
、
親
子
で
自
然
環
境
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す

費
用

必
要
に
応
じ
て
一
回

五
百
円
程
度
（
材
料
費
）

申
し
込
み

４
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１

親
子
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
メ
ー
ル
教
室

と
き

５
月
17
日
（
土
）
・

24
日
（
土
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
０
時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

保
護
者
と
小
学
生
、
十
四
組

内
容

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基

礎
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー

ル
の
初
歩
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
親
子
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ

ー
ル
教
室
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
子
ど
も
と
保
護
者
の
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八

│
一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館

へ
、
４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一

人
一
通
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
一
度
受
講
し
た
か
た

は
応
募
で
き
ま
せ
ん

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
地

域
で
環
境
保
全
活
動
や
環
境
学

習
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

応
募
資
格

小
・
中
学
生

で
、
数
人
〜
二
十
人
程
度
の
グ

ル
ー
プ
※
助
言
や
事
務
局
と
の

連
絡
を
行
う
大
人
が
一
人
以
上

参
加
を

活
動
期
間

一
年
間

活
動
内
容

身
近
な
生
き
物

の
観
察
、
ご
み
減
量
や
空
気
・

水
な
ど
の
調
査
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
が
自
主

的
に
決
め
て
行
い
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
環
境
保
全
課

（
市
役
所
隣
）
へ
直
接
　

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３

│
４
４
２
２

親
子
幼
児
教
室

と
き

５
月
〜
来
年
１
月
の

第
二
・
第
四
水
曜
日
の
う
ち
八

回
、
午
後
２
時
〜
３
時
半

と
こ
ろ

教
育
研
究
所
（
篠

籠
田
）

対
象

平
成
10
年
４
月
２
日

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
四
歳
児
と
保
護
者
、
五
十

組
内
容

家
庭
で
は
体
験
す
る

こ
と
の
少
な
い
遊
び
や
物
作
り

を
し
た
り
、
昔
話
や
音
楽
を
聞

い
た
り
し
ま
す
※
幼
児
教
育
の

講
座
も
あ
り

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
18
日（
金
）

午
前
9
時
半
〜
午
後
４
時
に
、

教
育
研
究
所
へ
直
接
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

保
育
あ
り

1

教
育
研
究
所
�
７
１
４
５

│
２
１
１
０

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
教
室

と
き

５
月
５
日
（
月
）
�

午
前
10
時
〜
正
午
�
午
後
１
時

半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

吉
田
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー
（
花
野
井
）

対
象

幼
稚
園
児
・
小
学
生

と
家
族
、
各
回
先
着
八
十
組

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

同
セ
ン
タ
ー
�
７
１
３
４

―
３
０
３
０

【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
４
月
１
日
臨
時
増
刊
号

第
二
面
の
「
成
人
保
健
サ
ー
ビ

ス
」
の
記
事
中
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

は
、
７
１
６
３
│
９
３
５
３
の

誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
広
場

問�

�

※
納
税
通
知
書
は
４
月
９
日
（
水
）
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
か
た
は
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

※
新
た
に
口
座
振
替
・
自
動
払
い
込
み
を
利
用
す
る
場
合
、

引
き
落
と
し
開
始
ま
で
二
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
全
期
・
第
一
期�

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は
資
産
税
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
５�

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
収
納
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
２�

納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）�
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ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
、
指
先
か
ら
次
々
と
現
れ
る
カ
ー

ド
。
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
と
く
る
く

る
変
わ
る
表
情
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
マ
ジ
シ
ャ
ン
」
の
顔
に
な
る
。

昨
年
８
月
、
第
一
回
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ジ
シ
ャ
ン
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
、
第

二
回
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ン

テ
ス
ト
と
二
つ
の
手
品
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
勝
し
た
。
ど
ち
ら
も
全
国
か

ら
参
加
者
が
集
ま
る
大
会
だ
。

普
段
は
お
と
な
し
そ
う
な
普
通
の

高
校
生
。
そ
の
様
子
か
ら
は
ス
テ
ー

ジ
の
華
や
か
な
姿
は
想
像
し
に
く

い
。
シ
ョ
ー
の
出
演
も
、「
頼
ま
れ

る
か
ら
…
」
と
控
え
め
だ
が
、
所
属

す
る
柏
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

子
ど
も
会
や
老
人
ホ
ー
ム
、
市
の
文

化
祭
な
ど
引
く
手
あ
ま
た
だ
。

手
品
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
小
学

五
年
生
の
と
き
に
見
た
テ
レ
ビ
番

組
。
ま
ね
を
し
て
出
来
た
こ
と
が
う

れ
し
く
て
、
す
ぐ
に
手
品
の
本
を
買

い
に
行
っ
た
。

「
練
習
は
や
っ
た
り
や
ら
な
か
っ

た
り
。
毎
日
み
っ
ち
り
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」と
は
い
い
な
が
ら
、

一
度
始
め
る
と
徹
夜
で
練
習
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の
凝
り
性
。

市
の
文
化
祭
な
ど
の
準
備
に
は

二
・
三
カ
月
か
か
る
と
い
う
。
手
品

の
進
行
、
衣
装
や
音
楽
な
ど
、
演
出

は
す
べ
て
自
分
で
決
め
る
。
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
扱
い
に
く
い
が
コ
イ
ン
よ

り
色
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
缶
バ
ッ

ジ
で
あ
え
て
挑
戦
し
た
こ
と
も
あ

る
。「
マ
ジ
ッ
ク
だ
け
な
ら
だ
れ
で

も
で
き
る
。
で
も
ス
テ
ー
ジ
を
通
し

て
自
分
が
ど
ん
な
人
か
を
見
て
ほ
し

い
」。『
人
と
違
う
自
分
』、
そ
ん
な

こ
だ
わ
り
が
彼
の
中
に
は
あ
る
。

ふ
だ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
き
、
自
作
の
小
説
を
載
せ
た
り

も
し
て
い
る
と
い
う
。「
手
品
も
小

説
も
『
表
現
す
る
』
と
こ
ろ
が
お
も

し
ろ
い
。
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
な

の
か
も
」
と
自
分
を
分
析
す
る
。

「
仕
事
に
し
て
し
ま
う
と
純
粋
に

楽
し
め
な
い
か
ら
」
と
プ
ロ
を
目
指

す
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
が
、
手
品

と
い
う
翼
を
持
っ
た
青
年
が
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
ふ
う
に
羽
ば
た
く
の
か
、

周
囲
の
観
客
は
ま
だ
ま
だ
彼
か
ら
目

を
離
せ
な
い
。

青
葉
台
在
住
。柏
陵
高
校
三
年
生
。

両
親
、
姉
二
人
、
祖
母
の
六
人
家
族
。

マジックで数々のコンテストに優勝
と ざき　　　 たく や

No.377

表現することが楽しい

街�の�街�の�

戸崎　拓也さん

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

ちりめん地に、漁師が使うたも網・浮きな
どと、魚・海老（えび）・蟹（かに）・貝と小
さな海の生き物がちりばめられています。鎌
倉で一人住まいをしていたころ、腰越海岸で
のスケッチをもとに染められた作品です。

棟方志功生誕100年記念
芹沢7介・棟方志功　釈迦十大弟子展

5月18日�まで開催中

漁
具
文
着
物

ピヨピヨ親子ショートテニス教室
スマッシュ、決めるぞ

「ひとりはみんなのために！」－－。
市民による手作りのミュージカル「き
つねのおきゃくさま」が3月30日、豊四
季台近隣センターで行われました。出
演したのは2歳から85歳までの市民約
100人。最初はなかなかまとまらないな
どの苦労もあったとのことですが、2カ
月の猛練習の末、本番では全員が息の
あったところを見せ、大成功。約500人
の観客のカーテンコールに世代差を超
えて達成感を分かち合いました。

人
で
歌
っ
た
・
踊
っ
た
・
な
り
き
っ
た
！

東上町にある柏郵便局は、今年開局100
周年を迎えます。また同時に、郵政省が
日本郵政公社となったことも合わせ、4
月1日にポスト型の貯金箱や鉢植えの配
布、演芸などの記念イベントが行われま
した。郵便配達用のバイクに乗っての記
念撮影では、すっかり郵便屋さんの気分
になった子どもたちがにっこり。

毎
年
恒
例
で
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
あ
け
ぼ
の
山
の
桜
ま
つ

り
。
今
年
は
、
初
日
の
４
月
５
日
が
雨
の
た
め
中
止
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
、
花
が
散
る
こ
と
も
な
く
、
６
日
に
は
満
開
の
花
の
下

で
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
お
花
見
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

で
は
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
お
目
見
え
。「
柏
」
の
文
字
を
か
た

ど
っ
た
花
壇
の
前
で
は
、
皆
さ
ん
ポ
ー

ズ
を
決
め
て
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
！

柏郵便局が100周年

雨上がりの花見は格別�

これからもよろしくね

豊
四
季
台
近
セ
で
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

3月31日、吉田記念テニス研修センター
で、ピヨピヨ親子ショートテニス教室が
行われました。ショートテニスは、子ど
もでも扱いやすいよう、小さいラケット
や柔らかいボールを使います。教室では、
まずはふれてみることが肝心と、ラケッ
トやボールを使って簡単なゲームなどが
行われ、元気いっぱいの親子で会場は熱
気にあふれていました。

カ
ー
ド
や
コ
イ
ン
を
使
っ
た
手
品
は
十
八
番
だ

あけぼの山で桜まつり

100


